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毎
朝

何
を
食
べ

ま
す
か
？

ト
ー
ス
ト
や

シ
リ
ア
ル
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そ
う
で
す
か

ト
ー
ス
ト
や

シ
リ
ア
ル

牛
肉
と
…
う
〜
ん

C
orn

flake

…

C
orn

flake牛
肉
？

ぎ
ゅ
う
に
く

と
、

牛
肉
？

シ
リ
ア
ル

わ
か
り
ま
す
？
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コ
ー
ンフ
レ
ー
ク

コ
ー
ンフ
レ
ー
ク

ぎ
ゅ
う
…

に
く
？

あ
の
、牛

肉
は

ビ
ー
フ
で
す
よ
？

ぎ
ゅ
う
に
く

と
…

こ
うい
う
…
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違
う
違
う

違
い
ま
す
よ
ね
？

ぎ
ゅ
う
にゅ
う

で
す
よ
ね

牛
肉
と
…

ミ
ル
ク

牛
乳
！

牛
乳
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第●3 話　気づいてほしいな、間違いに

タスク１　	学習者が「牛乳」のつもりで「牛肉」と言ってしまいました。誤りに気づ
かせるためにこの教師は、学習者の誤った発話「牛肉」を上がり調子で繰
り返しました。あなたは、この「上がり調子で学習者の誤答を繰り返す」
という訂正方法をどう思いますか。なぜですか。

タスク２　	誤りに気づかせるために、この教師はさまざまな手段を用いてフィードバ
ックしています。この教師が試みた方法を書き出してみましょう。

タスク３　	この学習者は、①どの方法によって間違いに気づかされたと思いますか。
②なぜ、その方法が功を奏したのだと思いますか。また、③なぜその他の
方法で気づかせることができなかったのでしょうか。

第●3 話　気づいてほしいな、間違いに

・（例）学習者の発話の一部（牛肉）を上がり調子で繰り返す。

・

・

・

①

②

③
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今
回
は
、
学
習
者
の
誤
答
に
対
す
る
教
師
の
対
応
の
方
法
に
注

目
し
ま
し
た
。

　
1
　

誤
り
に
気
づ
か
せ
る
方
法

　
私
た
ち
は
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
以
下
の
よ
う
な

伝
達
手
段
を
単
独
で
、
あ
る
い
は
組
み
合
わ
せ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
注
１

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
因
み
に
、
誤
答
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
最
も
よ
く
使
わ

れ
る
の
は
、
マ
ン
ガ
に
も
見
ら
れ
た
方
法
、
つ
ま
り
、
問
題
部
分

を
上
が
り
調
子
で
繰
り
返
す
方
法
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
授
業
中
、

最
も
多
く
利
用
さ
れ
る
伝
達
手
段
は
「
言
語
（
音
声
・
視
覚
言
語
）」

だ
そ
う
で
す
。
一
方
、
日
常
生
活
で
は
、
言
語
以
外
の
伝
達
手
段

が
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

注
文
す
る
際
、「
ひ
と
つ
」
と
言
い
な
が
ら
指
を
二
本
立
て
る
と
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
二
つ
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
あ
な
た
は
ど
の
方
法
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
。
自

分
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
癖
（
パ
タ
ー
ン
）
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
と
、
思
わ
ぬ
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
2
　

効
果
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
は

　
効
果
的
か
ど
う
か
は
、
学
習
者
の
日
本
語
の
知

識
・
能
力
、
授
業
の
目
標
、
学
習
者
の
好
み
の
訂
正

ス
タ
イ
ル
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
、
教
師
の
得
手
不
得

手
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、「
牛
乳
」
と
い
う
単
語
を
知
っ

て
い
た
け
れ
ど
口
が
滑
っ
て
「
牛
肉
」
と
言
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
な
ら
、
教
師
が
怪
訝
な
表
情
と
と
も
に

上
が
り
調
子
で
「
牛
肉
?
」
と
繰
り
返
す
だ
け
で
自

身
の
発
話
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ

う
。「
牛
乳
の
こ
と
で
す
か
」
と
正
し
い
形
を
示
し
て

も
ら
う
方
法
を
好
む
学
習
者
も
い
る
で
し
ょ
う
。
絵

や
図
式
化
が
短
時
間
に
正
解
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ

り
ま
す
ね
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
、
そ
の
場
に
応
じ
て
使
い
分
け
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

 

（
文
野
峯
子
）

第
●3
話
に
つ
い
て

伝達手段 例

言語
音声言語 「いいですね」と言う、正解を与える
視覚言語 文字で示す

非言語 絵、音、
色、図

絵を描く、「ピンポーン」と音で間違いを知ら
せる、赤信号マーク、×マークなどで知らせる

パラ言語 音調、表情、
ジェスチャー 上がり調子や表情で疑問を示す

沈黙 黙る

注
１
　

こ
こ
で
は
、Fa

n
se

lo
w

（1987

）
を
参
考
に
、「
正
し
さ
の
確
認
や
調

整
の
必
要
性
を
意
図
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
定
義
し
ま
す
。
た
と
え

ば
、
学
習
者
の
返
答
の
後
に
続
く
「
い
い
で
す
ね
」
や
「
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
」

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
伝

達
手
段
の
分
類
や
例
もFa

n
se

lo
w

（1987

）
を
元
に
し
て
い
ま
す
。




